
第 173 号

令和 7 年  7 月 25 日 発行

異常気象で草津の夏の気温も高くなりました
現在建築中の天狗山レストハウスへ導入される水道水を利用した冷房施設を試験的に草津中学
校の教室に設備し、完成しました。議会では７月３日に視察し、当日外気温 27℃、教室内は
23℃快適な室温で勉学に励む事と思います。今後年次計画を進め小学校教室にも導入される
様、町当局に要望致しました。
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〇
議
案
第
４
号　
総
 
8

  

　

財
産
の
取
得

【
取
得
す
る
財
産
】

　
　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

　
　
　
　
　
　

CD-

Ｉ
型　

１
台

【
取
得
価
格
】
３
千
47
万
円

【
納
入
期
限
】

　　　　　　　　
令
和
８
年
３
月
31
日

【
契
約
の
相
手
方
】

東
京
都
港
区
芝
５
丁
目
36
番
７
号

三
田
ベ
ル
ジ
ュ
ビ
ル
19
階

(

株)

モ
リ
タ　

東
京
支
店

支
店
長　

山
北　

忠
司

【
契
約
方
法
】

見
積
合
わ
せ
に
よ
る
随
意
契
約

〇
議
案
第
５
号　
温
 
8

  

　

温
泉
引
用
許
可

【
施
設
名
】(

仮)

湯
音
の
森
別
邸

【
源
泉
名
】
万
代

【
給
湯
量
】
10
ℓ
／
分

【
申
請
者
】

(

株
）
ビ
ー
・
シ
ー
・
エ
ル　

　
　

代
表
取
締
役　

伊
藤
静
香

〇
議
案
第
６
号　
温
 
8

  

　

温
泉
引
用
者
移
転
許
可

【
施
設
名
】（
仮
）
重
田
リ
ゾ
ー
ト

開
発

【
源
泉
名
】
万
代

【
給
湯
量
】
14
ℓ
／
分

【
申
請
者
】

　

新(

株)

重
田
リ
ゾ
ー
ト
開
発

代
表
取
締
役　

菅
原　

清

　

旧　

佐
藤
恒
雄

議案はそれぞれの担当委員会において詳細な審議が
行われた後、最終日の本会議で議決されました。

総8 …  総務観光常任委員会
民 …8  民教土木常任委員会　
温 …8  温泉温水対策特別委員会

定 例 会

財
産
の
取
得

許

可

補

正

予

算

令和 7年度　補正予算　（一般会計）

会　計　名 補　正　額 主　な　内　容　（　歳　出　） 総　額

議案第 1号
一般会計（第 3次）　　 総8・民8 

+ 2,903 万円
物価高騰重点支援給付金事業 + 2,513 万円

57億 1,779 万円財政調整基金 + 1,200 万円
その他 ▲ 810 万円

令和 7年度　補正予算　（企業会計）

会　計　名 補　正　額 総　額

議案第 2号　温泉温水供給事業会計（第１次）　　　温8 資本的 支出 + 250 万円 2億 5,357 万円

議案第 3号　千客万来事業会計（第１次）　　　　　総　　8   収益的 支出 + 330 万円 3億 4,179 万円

令和６年度　補正予算　（一般会計・特別会計）
会　計　名 補　正　額 主　な　内　容　（　歳　出　） 総　額

承認第１号
一般会計（第８次）

+ 2億9,932万円

財政調整基金事業 + 2億995万円

67億7,758万円
ふるさと納税事業 + 1億1,116万円
草津よいとこ元気基金寄附金 + 1億  578万円
その他 ▲ １億2,757万円

承認第２号
国民健康保険特別会計（第５次）　

▲ 1億  20万円
一般被保険者療養給付事業 ▲ 9,612万円

6億8,385万円
その他 ▲ 408万円

承認第３号
介護保険特別会計（第５次）

▲ 3,007万円
居宅介護サービス給付事業 ▲ 1,723万円

6億  510万円地域密着型介護予防サービス給付事業 ▲ 289万円
その他 ▲ 995万円

承認第４号
後期高齢者医療特別会計（第３次）

▲ 618万円
後期高齢者医療広域連合納付事業 ▲ 461万円

1億4,790万円
その他 ▲ 157万円

会議録内容や、議会内容をインターネットで見られます会議録内容や、議会内容をインターネットで見られます会議録内容や、議会内容をインターネットで見られます
令和４年（2022 年）第３回（３月定例会）以降、記録を公開しています。

閲覧方法
〇草津町役場ホームページ（https://www.town.kusatsu.gunma.jp/）のトップページから
「草津町議会」→「草津町議会会議録」・「本会議中継録画配信」

草津町
議会会議録

本会議
中継録画配信
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繰越計算書
議　案　名 事　業　名 翌年度繰越額

〇報告第１号

R6 一般会計予算

庁舎等施設管理事業 540 万円

第７回草津町くらし応援商品券事業 1,357 万円

物価高騰重点支援給付金事業 1,035 万円

自然公園管理事業 2,731 万円

〇報告第２号

R6 公共下水道事業特別会計予算
下水処理場再構築事業 14億 7,765 万円

〇報告第３号

R6 公共下水道事業特別会計事故
下水処理場再構築事業
（１系水処理施設建築土木、機械・電気設備工事） 3億 9,700 万円

〇報告第４号

R6 温泉温水供給事業会計予算
伝統湯地蔵浴槽改修工事 633 万円

〇報告第５号

R6 千客万来事業会計予算

天狗山レストハウス建替工事分割２号 1億    224 万円

天狗山レストハウス建替工事分割３号 1億 6,168 万円

草津白根山系ジオラマ制作・設置工事 2,475 万円

〇
報
告
第
７
号

  

　

温
泉
高
度
利
用
許
可

【
施
設
名
】
Ｒ
Ｓ
Ｖ
草
津

【
源
泉
名
】
万
代

【
浴
槽
面
積
】
８
・
01
平
米

（
増
加
面
積
）
２
・
97
平
米

【
申
請
者
】
楽
天
信
託
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

柴
垣
宏
行

〇報告第６号
令和６年度
草津よいとこ元気基金運用状況

基金への積立金 11億 661 万円
基金からの支出 8億 2,383 万円

温泉、観光及び
産業振興

7億 1,843 万円

子育て支援、健康と
福祉、教育の充実
4,390 万円

芸術、文化、
スポーツ振興
3,210 万円

その他目的達成のために
町長が必要と認める事業

2,409 万円
安心して過ごすことの
できるまちづくり
530 万円

草
津
町
議
会
だ
よ
り

（
ハ
ー
モ
ニ
ー
）
第
172
号

誤
記
の
お
詫
び
と
訂
正
の

お
知
ら
せ

出
席
者
数

賛
　
　
成

反
　
　
対

審
議
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
直
井
新
吾

安
齋
　
努

有
坂
太
宏

市
川
祥
史

安
井
尚
弘

小
林
純
一

金
丸
勝
利

上
坂
国
由

湯
本
晃
久

黒
岩
　
卓

宮
﨑
謹
一

【１２月２５日　臨時会】【注】
条例の一部改正 【

注
】議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条例の一部改正 【
注
】議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正 11 9 1 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

審 議 議 案 　 お よ び 　 議 案 審 議 結 果審 議 議 案 　 お よ び 　 議 案 審 議 結 果審 議 議 案 　 お よ び 　 議 案 審 議 結 果

上程議案・結果
可 ： 可 決 　 否 ： 否 決 　 賛 成 ： 〇 　 反 対 ： ×

誤

正

15
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
「
審

議
議
案
お
よ
び
議
案
審
議
結

果
」
に
お
い
て
、
誤
り
が
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

つ
い
て
は
、
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
下
記

の
通
り
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

【注】議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否同数の場合のみ「議長議決」として表明します（その場合は「裁」と記載）。
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付
託
議
案

【
議
案
２
号
温
泉
温
水
供
給
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
１
次
）】

資
本
的
支
出
、
建
設
改
良
費
・
改
良
工
事

費
に
お
い
て
、
西
の
河
原
露
天
風
呂
で
使

用
し
て
い
る
万
代
源
泉
・
青
葉
鉱
泉
の
流

量
デ
ー
タ
送
信
用
テ
レ
メ
ー
タ
設
備
の
移

設
更
新
工
事
に
伴
い
、
250
万
円
を
増
額
し
、

総
額
を
２
億
５
千
357
万
６
千
円
に
し
よ
う

と
す
る
も
の
。

委
員
か
ら
、
テ
レ
メ
ー
タ
の
内
容
等
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
、
当
局
か
ら
説
明
が
あ

っ
た
。
慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
の
通
り

承
認
。

【
議
案
５
号
温
泉
引
用
許
可
】

大
和
会
館
を
所
有
し
て
い
た
株
式
会
社
ア

イ
ビ
ー
サ
ポ
ー
ト
代
表
取
締
役
黒
岩
達
夫

氏
か
ら
、
株
式
会
社
ビ
ー
・
シ
ー
・
エ
ル

代
表
取
締
役
伊
藤
静
香
氏
へ
の
移
転
に
伴

い
、
旧
所
有
者
が
給
湯
を
開
始
し
た
日
か

ら
起
算
し
て
連
続
５
年
以
上
経
過
し
て
い

な
い
こ
と
か
ら
第
４
条
の
規
定
に
よ
る
新

規
で
の
温
泉
引
用
許
可
を
受
け
よ
う
と
す

る
も
の
。
当
該
施
設
に
引
用
許
可
が
さ
れ

て
い
る
万
代
源
泉
10
ℓ
／
分
に
対
し
て
の

温
泉
引
用
許
可
申
請
。

委
員
か
ら
、
営
業
形
態
等
に
つ
い
て
質
問

が
あ
り
、
当
局
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。
申

請
内
容
は
、
草
津
町
温
泉
使
用
条
例
に
基

づ
く
適
正
な
も
の
で
あ
り
、
慎
重
審
議
の

結
果
、
原
案
の
通
り
承
認
。

【
議
案
６
号
温
泉
引
用
者
移
転
許
可
】

佐
藤
恒
雄
氏
か
ら
株
式
会
社
重
田
リ
ゾ
ー

ト
開
発
代
表
取
締
役
菅
原
清
氏
へ
の
譲
渡

に
伴
い
、
当
該
施
設
に
温
泉
引
用
許
可
が

さ
れ
て
い
る
万
代
源
泉
14
ℓ
／
分
に
対
し

て
の
温
泉
引
用
者
移
転
許
可
申
請
。

委
員
か
ら
、
今
後
の
利
用
方
法
な
ど
に
つ

い
て
質
問
・
要
望
が
あ
り
、
当
局
よ
り
説

明
が
あ
っ
た
。
申
請
内
容
は
、
草
津
町
温

泉
使
用
条
例
に
基
づ
く
適
正
な
も
の
で
あ

り
、慎
重
審
議
の
結
果
、原
案
の
通
り
承
認
。

付
託
議
案
外

○
温
泉
許
可
に
対
す
る
指
針
に
つ
い
て

当
局
よ
り
、
温
泉
許
可
に
対
す
る
指
針
に

つ
い
て
、
ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
も
掲

載
し
た
い
旨
説
明
が
あ
っ
た
。
各
委
員
よ

り
意
見
が
出
さ
れ
、
草
津
町
の
街
づ
く
り

及
び
温
泉
行
政
全
般
を
鑑
み
良
い
こ
と
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
公
表
す
る
よ
う
要
望
し

た
。

温泉温水対策特別委員会

上坂 国由 委員

安井 尚弘 委員長

安齋 　努 委員

黒岩 　卓 副委員長

宮﨑 謹一 委員

直井 新吾 委員

６月定例議会
委員会審査・報告

議案はそれぞれの担当委員会に付託され
詳細な審議が行われました。
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付
託
議
案

【
議
案
１
号　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

次
）】

【
歳
出
】

Ｑ　

草
津
白
根
火
山
対
策
事
業
に
お
い
て
、

ガ
イ
ド
講
習
と
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。
今

年
の
予
定
と
規
模
は
ど
の
く
ら
い
か
？

ま
た
ガ
イ
ド
の
対
象
者
は
ど
の
よ
う
な
方

か
？

Ａ　

気
象
庁
の
評
価
を
み
な
い
と
実
施
は

出
来
な
い
が
、
昨
年
と
同
じ
時
期
（
９
月

中
旬
頃
）
を
予
定
し
て
い
る
。
ガ
イ
ド
講

習
者
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
草
津
ス
キ
ー
倶
楽
部

の
８
名
を
予
定
し
て
い
る
。

Ｑ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
事
業
の
説
明

で
地
蔵
地
区
の
街
路
灯
と
言
わ
れ
た
が
、

今
後
予
定
し
て
い
る
街
並
み
整
備
と
の
関

係
は
？

Ａ　

今
回
の
街
路
灯
は
、
街
並
み
整
備
と

は
関
係
な
い
箇
所
で
あ
る
。

Ｑ　

お
客
様
の
た
め
に
も
、
地
蔵
地
区
に

は
街
灯
を
増
や
す
こ
と
は
必
要
と
考
え
る
。

特
に
地
蔵
地
区
〜
滝
下
地
区
を
つ
な
ぐ
道

は
狭
く
暗
い
。
小
路
整
備
を
行
っ
て
い
る

地
域
も
あ
る
。
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。

Ａ　

地
蔵
地
区
と
相
談
し
た
い
。

Ｑ　

街
灯
補
助
金
１
本
に
つ
き
２
千
円
と

の
説
明
が
あ
っ
た
が
、
街
灯
の
場
所
は
把

握
し
て
い
る
の
か
？

Ａ　

町
内
に
は
799
本
あ
る
。
現
在
の
補
助

対
象
は
290
本
で
あ
る
。
こ
の
数
字
は
防
犯

灯
は
除
い
て
い
る
。

Ｑ　

外
国
人
観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
。

防
犯
灯
の
設
置
を
希
望
す
る
。

Ａ　

地
区
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
、
防
犯

灯
の
設
置
を
し
て
い
き
た
い
。

【
議
案
第
４
号　

財
産
取
得
に
つ
い
て
】

Ｑ　

随
意
契
約
と
の
事
だ
が
、
何
社
と
見

積
合
わ
せ
を
し
た
の
か
？

Ａ　

４
社
で
あ
る
。

Ｑ　

納
入
期
限
が
令
和
８
年
３
月
31
日
と

の
事
だ
が
、
間
に
合
う
の
か
？
ま
た
草
津

は
冬
用
タ
イ
ヤ
（
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
）

の
み
で
良
い
と
思
う
が
契
約
時
に
冬
用
タ

イ
ヤ
で
の
納
入
を
指
示
し
て
い
る
の
か
？

Ａ　

年
度
内
の
納
入
を
目
指
し
て
い
る
。

４
Ｗ
Ｄ
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
で
納
入

し
て
も
ら
う
。

Ｑ　

免
許
証
を
考
慮
し
た
車
種
を
選
定
し

て
い
る
か
？
現
在
使
用
中
の
車
両
は
下
取

り
し
て
も
ら
え
る
の
か
？

Ａ

3.5
ト
ン
未
満
の
準
中
型
車
を
選
定
し

て
い
る
。
下
取
り
は
み
て
い
な
い
。

総務観光常任委員会

民教土木常任委員会

湯本 晃久 委員

安齋 　努 委員

上坂 国由 委員長

黒岩 　卓 委員長

小林 純一 委員

直井 新吾 委員

直井 新吾 副委員長

市川 祥史 副委員長

宮﨑 謹一 委員

金丸 勝利 委員

有坂 太宏 委員

安井 尚弘 委員

付
託
議
案

【
議
案
１
号　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
次
）】

Ｑ　

ご
み
処
理
に
係
る
調
査
業
務
の
内
容
は
？

Ａ　

町
民
３
千
600
世
帯
及
び
200
事
業
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
。
既
存
施
設
の
老
朽
化
や
入
込
客
増
を
踏
ま
え
、
ま

た
将
来
の
広
域
化
へ
向
け
て
啓
発
を
含
む
意
識
調
査
を
行

い
た
い
。

Ｑ　

土
木
作
業
車
修
繕
料
は
保
険
対
象
で
は
な
い
の
か
？

Ａ　

対
人
対
物
は
入
っ
て
い
る
が
車
両
は
入
っ
て
な
く
、

自
損
扱
い
と
な
る
。
今
後
車
両
保
険
も
検
討
す
る
。

付
託
議
案
外

Ｑ　

５
／
31
付
け
の
上
毛
新
聞
に
よ
る
と
、
水
道
事
業
を

５
圏
域
に
集
約
、
基
盤
強
化
へ
と
い
う
記
事
が
あ
っ
た
が

ど
う
い
う
こ
と
か
？

Ａ　

広
域
化
・
統
合
へ
と
い
う
会
議
を
数
回
行
っ
て
い
る

が
、
都
市
と
山
間
部
で
の
隔
た
り
は
埋
ま
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
薬
品
な
ど
の
共
同
調
達
の
話
ま
で
は
進
ん
で
い
る
。
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議

案

第

1

号

議

案

第

３

号

承

認

第

１

号

黒 岩　 卓 議 員

有 坂 太 宏 議 員

湯 本 晃 久 議 員

市 川 祥 史 議 員

①
歳
出
【
清
掃
総
務
費
／
清
掃
総

務
費
事
務
費
】

Ｑ　

ご
み
処
理
に
係
る
調
査
業
務

と
は
。
調
査
は
委
託
す
る
の
か
？

費
用
内
容
は
？

Ａ

生
活
環
境
課
長

　

町
の
ご
み
処
理
行
政
は
、
施
設

の
老
朽
化
や
吾
妻
環
境
施
設
組
合

で
進
め
る
新
ご
み
処
理
施
設
の
建

設
、
こ
れ
ら
に
関
連
し
た
ご
み
分

別
の
細
分
化
へ
の
取
り
組
み
、
年

間
入
込
客
数
400
万
人
を
超
え
た
こ

と
に
よ
る
ご
み
排
出
量
の
増
加
等
、

複
数
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
町

民
及
び
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
対
し

て
、
意
識
調
査
と
啓
発
を
兼
ね
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
計
画
し
た
。

対
象
は
町
民
全
世
帯
、
事
業
者
で

は
商
工
会
、
旅
館
協
同
組
合
、
飲

食
店
組
合
に
加
盟
し
て
い
る
約
200

事
業
所
を
考
え
て
い
る
。

　

費
用
と
し
て
は
郵
送
料
、
集
計

作
業
、
調
査
分
析
、
報
告
書
作
成

等
で
あ
り
専
門
的
見
地
の
あ
る
業

者
を
選
定
し
た
い
。

②
歳
出
【
道
路
橋
梁
維
持
費
／
土

木
作
業
車
整
備
事
業
】

Ｑ　

予
算
内
容
は
？

Ａ

土
木
課
長

　

除
雪
車
両
後
部
の
左
右
の
車
輪

を
つ
な
ぐ
デ
フ
ケ
ー
ス
一
式
の
交

換
費
用
。
除
雪
作
業
中
に
欠
け
て

し
ま
い
補
修
方
法
を
専
門
業
者
に

検
討
し
て
も
ら
っ
た
。

①
歳
出
【
清
掃
総
務
費
／
清
掃
総

務
費
事
務
費
】

Ｑ

ご
み
処
理
に
係
る
調
査
に

お
い
て
団
体
等
未
加
入
に
よ
り

漏
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で

は
？

A

生
活
環
境
課
長

ま
ず
は
商
工
会
等
の
事
業
者
を

中
心
に
考
え
、
抜
け
て
い
る
も
の

は
検
討
対
象
に
な
る
と
思
う
。

①
歳
出
【
千
客
万
来
事
業
費
用
／
修

繕
費
】

Ｑ　

殺
生
ク
ワ
ッ
ド
非
破
壊
検
査

と
の
こ
と
だ
が
検
査
対
象
は
？

A　

企
画
創
造
課
長

　

対
象
と
な
る
支
柱
は
２
本
で

あ
る
が
、
目
視
、
溶
接
部
調
査
、

超
音
波
に
よ
る
肉
厚
、
内
面
調
査

を
実
施
す
る
。

A　

町
長

　

非
破
壊
検
査
は
私
が
指
示
を

し
た
も
の
。
検
査
結
果
に
よ
り
今

後
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

支
柱
は
大
丈
夫
と
い
う
結
論
に

な
れ
ば
電
気
設
備
等
も
検
査
を

や
ら
な
い
と
、
と
思
っ
て
い
る
。

年
数
も
経
っ
て
お
り
取
り
壊
し

て
や
り
直
し
が
い
い
の
だ
ろ
う

が
大
変
金
が
か
か
っ
て
く
る
。

　

た
だ
安
全
は
担
保
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
私
が
就
任
し
す
ぐ

ゴ
ン
ド
ラ
の
非
破
壊
検
査
を
行

い
支
柱
を
塗
る
資
金
も
な
か
っ

た
が
ペ
イ
ン
ト
を
仕
直
し
た
。

　

今
回
の
検
査
で
思
っ
た
以
上
に

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
抜
本
的
に
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
意
味

の
調
査
と
い
う
こ
と
で
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

①
歳
入
【
地
方
交
付
税
／
特
別
交

付
税
】

Ｑ　

増
額
の
理
由
は
？

A　

総
務
課
長

　

交
付
確
定
に
よ
り
６
千
670
万
８

千
円
を
増
額
。
12
月
分
と
合
わ
せ

令
和
６
年
度
の
交
付
総
額
は
１
億

６
千
671
万
８
千
円
と
な
っ
た
。
除

雪
対
策
経
費
や
有
害
鳥
獣
対
策
経

費
の
反
映
に
よ
る
も
の
と
分
析
し

て
い
る
。
決
算
ベ
ー
ス
で
は
昨
年

度
比
800
万
円
の
減
額
と
な
り
総
体

的
に
は
昨
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
と
な

っ
て
い
る
。

②
歳
入
【
一
般
寄
附
金
】

Ｑ　

多
額
の
寄
附
で
あ
る
が
使

途
に
つ
い
て
の
話
は
あ
っ
た

か
？

A　

総
務
課
長

　

寄
附
採
納
者
の
ご
意
向
に
即
し
、

使
途
は
町
側
の
裁
量
に
委
ね
る
と

の
こ
と
で
あ
り
一
旦
は
財
政
調
整

基
金
に
積
み
立
て
る
。

A　

町
長

　

寄
附
額
は
１
千
万
円
。
特
別
な

条
件
や
用
途
の
指
定
は
一
切
な

い
と
の
こ
と
。
大
変
有
難
く
草
津

町
と
し
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

③
歳
出
【
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費

／
ク
ラ
ウ
ド
基
幹
系
シ
ス
テ
ム

管
理
事
業
】

Ｑ　

事
業
は
完
了
し
た
の
か
。
減

額
要
因
は
？

A　

住
民
課
長

　

事
業
は
３
月
末
に
完
了
し
た
。

当
初
予
定
し
て
い
た
ガ
バ
メ
ン
ト

ク
ラ
ウ
ド
接
続
用
庁
内
サ
ー
バ
類

の
人
口
規
模
等
に
よ
る
見
直
し
や

機
器
類
の
同
時
調
達
に
よ
り
購
入

【
Ｒ
７
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

３
次
）】

【
Ｒ
７
千
客
万
来
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
次
）】

【
Ｒ
６
（
専
決
）
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
８
次
）】

議案質疑議案質疑
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価
格
が
抑
え
ら
れ
た
。

④
歳
出
【
都
市
計
画
総
務
費
／
都

市
計
画
整
備
事
業
】

Ｑ　

減
額
の
ほ
か
一
般
財
源
か
ら

特
定
財
源
へ
の
多
額
の
財
源
変
更

が
あ
る
が
、
こ
の
要
因
は
？

A　

企
画
創
造
課
長

　

湯
畑
町
有
地
整
備
の
請
負
差
額

や
こ
れ
に
伴
い
予
定
し
た
喫
煙
場

整
備
の
未
実
施
に
よ
る
も
の
。
当

初
一
般
財
源
で
充
当
予
定
の
よ
い

と
こ
基
金
を
特
定
財
源
へ
振
替
え

た
。

①
歳
出
【
社
会
福
祉
総
務
費
／
負

担
金
補
助
及
び
交
付
金
】

Ｑ　

草
津
町
身
体
障
害
者
の
会

の
補
助
金
40
万
円
の
減
額
理
由

は
？

A　

福
祉
課
長

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
補
助
金
に

含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
減

額
し
た
。

②
歳
出
【
林
業
水
産
業
振
興
費
／

有
害
鳥
獣
対
策
事
業
費
】

Ｑ　

機
械
器
具
費
220
万
円
減
額
の

内
容
は
？

A　

総
務
課
長

　

猟
友
会
の
檻
を
運
ぶ
ダ
ブ
ル
キ

ャ
ブ
と
い
う
２
ト
ン
車
購
入
の
見

積
も
り
結
果
に
よ
る
不
用
額
を
減

額
し
た
。

③
歳
出
【
土
木
総
務
費
／
空
き
家

対
策
事
業
】

Ｑ　

補
正
増
額
の
後
、
今
回
100
万

円
を
減
額
し
て
い
る
理
由
は
？

A　

土
木
課
長

　

空
き
家
除
去
取
り
壊
し
の
補
助

事
業
で
当
初
350
万
円
を
計
上
し
た

が
最
終
的
に
申
し
込
み
が
５
件
で

あ
り
今
回
100
万
円
を
減
額
し
た
。

①
歳
出
【
財
産
管
理
費
／
積
立

金
】

Ｑ　

町
有
財
産
管
理
事
業
の
公
共

施
設
整
備
基
金
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
現
在
積
立
残
高
と
、
予
定
し

て
い
る
公
共
施
設
の
整
備
事
業
が

あ
る
の
か
？

A　

総
務
課
長

　

今
回
、
公
共
施
設
整
備
基
金
1

億
円
の
積
み
立
て
を
し
た
。
実
際

に
は
専
決
補
正
に
お
い
て
３
億
円

以
上
の
財
源
が
出
て
お
り
、
町
長

査
定
で
財
政
調
整
基
金
の
積
み
戻

し
、
公
共
施
設
整
備
基
金
１
億
円
、

教
育
基
金
の
方
に
も
５
千
万
円
ほ

ど
積
み
立
て
を
し
た
。

今
回
の
１
億
円
の
積
み
立
て
で
年

度
末
見
込
み
６
億
円
が
キ
ー
プ
で

き
る
よ
う
な
積
立
額
。
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
施
設
な
ど
の
老
朽
化
に

よ
る
修
繕
費
が
か
さ
み
今
回
は
公

共
施
設
整
備
基
金
に
積
み
立
て
た
。

Ｑ　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
も
対
象

と
な
る
の
か
？

A　

総
務
課
長

　

補
正
予
算
時
期
に
お
け
る
対
象

事
業
と
し
て
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

が
上
が
っ
て
く
れ
ば
財
政
調
整
基

金
、
公
共
設
備
基
金
の
充
当
に
つ

い
て
町
長
判
断
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
公
共
設
備
の
整
備
で
あ
れ
ば

充
当
可
能
な
基
金
。

A　

町
長

　

処
理
の
仕
方
は
事
務
方
と
協
議

し
て
振
り
替
え
て
い
る
。
交
付
税

算
入
ル
ー
ル
か
ど
う
か
分
か
ら
な

い
が
裕
福
な
町
村
へ
の
交
付
税
反

映
が
違
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。

町
財
政
の
総
合
的
判
断
の
中
で
分

け
て
積
み
立
て
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
ご
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

就
任
以
来
、
大
事
業
を
進
め
な
が

ら
も
積
み
立
て
で
き
る
財
政
の
仕

組
み
に
変
わ
っ
て
き
た
。
ま
ち
づ

く
り
、
教
育
、
福
祉
の
多
額
の
投

資
を
し
て
い
る
が
一
番
は
財
政
改

革
と
い
う
こ
と
を
ぜ
ひ
評
価
し
て

ほ
し
い
。

①
歳
出
【
企
画
費
／
情
報
化
維
持

管
理
事
業
】

Ｑ　

備
品
購
入
費
628
万
５
千
円
の

減
額
内
容
は
？

Ａ

企
画
創
造
課
長

　

職
員
用
パ
ソ
コ
ン
140
台
の
購
入

に
お
い
て
共
同
調
達
に
よ
る
実
績

価
格
と
の
差
異
を
減
額
。

②
歳
出
【
企
画
費
／
群
馬
県
移
住

支
援
金
事
業
】

Ｑ

実
績
に
よ
る
減
額
と
思
う
が

実
際
の
利
用
者
は
？

A

企
画
創
造
課
長

群
馬
県
移
住
支
援
事
業
は
２
名

の
申
請
者
で
120
万
円
を
支
出
し
た
。

地
方
就
職
支
援
金
の
申
請
者
は
い

な
か
っ
た
。

歳
入
【
諸
収
入
／
雑
入
】

Ｑ

雑
入
と
い
う
の
は
具
体
的
に

は
何
か
？

A

住
民
課
長

保
険
給
付
費
等
の
交
付
金
の
返

還
金
。
令
和
５
年
度
の
返
還
金
が

翌
年
度
発
生
す
る
た
め
。

①
歳
出
【
保
険
給
付
費
／
一
般
被

保
険
者
療
養
給
付
費
】

Ｑ　

保
険
給
付
費
に
お
け
る
一
般

被
保
険
者
療
養
給
付
費
に
つ
い
て

減
額
が
大
き
い
が
？

Ａ

住
民
課
長

　

近
年
の
３
年
平
均
か
ら
４
億
円

程
度
で
推
移
し
て
い
る
。
被
保
険

者
数
の
減
少
等
か
ら
給
付
費
に
つ

い
て
も
減
少
傾
向
。

②
歳
出
【
出
産
育
児
諸
費
／
出
産

育
児
一
時
金
】

Ｑ

250
万
円
の
減
額
だ
が
実
績

に
よ
る
も
の
か
？

A

住
民
課
長

実
績
値
か
ら
の
補
正
予
算
対
応

で
あ
る
。

小 林 純 一 議 員

議案質疑議案質疑
有
坂
太
宏
議
員

黒
岩
　
卓
議
員

黒
岩
　
卓
議
員

有
坂
太
宏
議
員

承

認

第

２

号

【
Ｒ
６
（
専
決
）
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５
次
】
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Ｑ

駅
構
内
や
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ

ア
を
は
じ
め
、
民
間
で
も
デ
パ
ー

ト
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
等
、

急
速
に
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ

レ
の
設
置
が
進
み
、
設
置
に
対
し

助
成
す
る
地
方
公
共
団
体
も
出
て

き
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
町
内
の

一
部
の
施
設
に
は
オ
ス
ト
メ
イ
ト

対
応
の
多
目
的
ト
イ
レ
が
設
置
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
必
要
十
分
に

整
備
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い

状
況
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
ら
な
い
方
も
多
い
と
思
わ
れ

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
で
、

群
馬
県
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
の
内
部

に
一
覧
と
し
て
見
つ
け
る
こ
と
は

で
き
ま
し
た
が
、
多
く
の
利
用
者

が
閲
覧
す
る
と
思
わ
れ
る
全
国
の

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
検
索

サ
イ
ト
に
は
、
草
津
町
の
施
設
は

掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

設
置
す
る
だ
け
で
な
く
、
設
置
し

て
あ
る
こ
と
を
積
極
的
に
発
信
す

る
こ
と
が
必
要
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
以
下
の
３
点
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

①
公
共
施
設
へ
の
積
極
的
な
設
置

推
進

草
津
町
が
管
理
す
る
公
共
施
設
な

ど
の
改
修
や
新
設
の
際
に
は
、
積

極
的
に
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ

レ
の
設
置
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
、

ま
た
、
既
存
の
多
目
的
ト
イ
レ
に

つ
い
て
も
、
改
修
の
機
会
に
は
オ

ス
ト
メ
イ
ト
対
応
設
備
を
追
加
す

る
こ
と
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
ま
す
が
、
町
と
し
て
の
お
考

え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

②
観
光
施
設
・
商
業
施
設
へ
の
設

置
促
進
策
の
検
討

町
内
の
観
光
施
設
や
、
商
業
施
設

に
対
し
て
も
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対

応
ト
イ
レ
の
設
置
を
促
進
す
る
よ

う
、
町
と
し
て
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

設
置
費
用
の
一
部
補
助
や
、
情
報

提
供
、
啓
発
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、

施
設
管
理
者
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
求
め
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と

考
え
ま
す
が
、
町
と
し
て
の
お
考

え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

③
情
報
提
供
の
充
実

多
目
的
ト
イ
レ
や
、
オ
ス
ト
メ
イ

ト
対
応
ト
イ
レ
に
つ
い
て
、
そ
の

場
所
や
設
備
の
詳
細
を
、
町
の
ホ

ー
ム
ぺ
ー
ジ
や
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
な

ど
で
積
極
的
に
情
報
発
信
す
る
こ

と
も
必
要
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
々

が
安
心
し
て
草
津
町
を
訪
れ
、
町

内
を
観
光
で
き
る
よ
う
に
な
る
と

思
い
ま
す
が
、
町
と
し
て
の
お
考

え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

草
津
町
が
、
住
民
に
と
っ
て
、

そ
し
て
訪
れ
る
方
々
に
と
っ
て
も
、

真
に
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
」
と
な
る
よ
う
、
本
件
に
つ

い
て
執
行
部
の
前
向
き
な
ご
検
討

と
、
具
体
的
な
取
り
組
み
の
推
進

を
強
く
要
望
し
、
私
の
質
問
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町
長

私
は
こ
れ
ま
で
「
福
祉
と

観
光
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
政
策
理

念
と
し
て
各
種
の
政
策
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
湯
畑
湯
路
広
場
や
西

の
河
原
公
園
、
ス
キ
ー
場
や
温
泉

門
な
ど
各
地
に
、
日
本
一
と
も
言

え
る
綺
麗
な
ト
イ
レ
を
設
置
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
な
お
か
つ
、
多

目
的
機
能
を
設
け
、
障
が
い
を
持

っ
た
方
や
ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
方
々

が
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
努

め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
上
で
「
公
共
施
設
へ
の
積
極

的
な
設
置
の
促
進
」
に
関
し
て
の

質
問
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。
現

在
、
群
馬
県
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
公
表
さ
れ
て
い
る
「
オ
ス

ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
の
設
置
状

況
」
に
よ
る
と
、
県
内
各
地
に
設

置
さ
れ
て
い
る
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対

応
ト
イ
レ
総
数
は
316
ヵ
所
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
草
津
町

に
つ
い
て
は
、
迎
え
入
れ
る
お
客

様
へ
の
対
応
と
し
て
、
草
津
温
泉

の
玄
関
口
と
な
る
道
の
駅
と
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
２
ヶ
所
を
選
定
し
、

対
応
を
し
て
お
り
ま
す
。
バ
ス
タ

ー
ミ
ナ
ル
内
は
朝
６
時
か
ら
夜
９

時
ま
で
、
道
の
駅
に
お
い
て
は
24

時
間
利
用
可
能
な
状
態
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

質
問
の
情
報
提
供
と
い
う
点
に
関

し
て
、
群
馬
県
健
康
福
祉
部
障
害

政
策
課
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、
群

馬
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
表
及

び
群
馬
県
統
合
型
地
理
情
報
シ
ス

テ
ム
（
マ
ッ
ピ
ン
グ
ぐ
ん
ま
）
へ

の
登
録
に
よ
っ
て
発
信
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
、
町
に
対
し
て
情
報
不

足
し
て
い
る
等
の
問
い
合
わ
せ
は

入
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な

が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
町
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
周
知
で
き
る

よ
う
検
討
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、「
商
業
施
設
に
対
し
て
、
オ

ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
の
設
置

を
促
進
す
る
よ
う
働
き
か
け
、
設

置
費
用
の
一
部
補
助
な
ど
を
考
え

て
ほ
し
い
」
と
の
要
望
で
あ
り
ま

す
が
、
商
業
施
設
に
お
け
る
設
置

の
促
進
に
関
し
て
は
、
事
業
所
ご

と
の
取
り
組
み
に
よ
る
も
の
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

一般質問一般質問 ※一般質問は質問者の責任で編集されています。※一般質問は質問者の責任で編集されています。

オ
ス
メ
イ
ト
対
応

　
　
　

ト
イ
レ
の
設
置
推
進

小
林
純
一
議
員
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平
成
31
年
度
よ
り
高
齢
者
運

転
免
許
証
の
自
主
返
納
者
に
対
す

る
事
業
を
、
実
施
し
て
い
る
。
現

在
ま
で
に
こ
の
制
度
を
利
用
し
た

町
民
の
方
は
約
170
人
。
返
納
者
に

対
し
現
在
、
１
万
１
千
円
の
バ
ス

回
数
券
、
感
謝
券
の
配
布
を
行
っ

て
い
る
。
先
日
町
民
の
方
か
ら「
東

京
や
都
心
で
配
布
し
て
い
る
バ
ス

の
パ
ス
の
発
行
は
出
来
な
い
も
の

か
？
」「
車
を
手
放
し
た
の
で
行
動

す
る
に
も
、
今
の
物
価
高
騰
で
、

年
金
暮
ら
し
だ
か
ら
100
円
で
も
生

活
に
影
響
が
出
て
い
る
。」
と
の
意

見
を
伺
っ
た
。
免
許
証
返
納
者
だ

け
で
な
く
70
歳
以
上
の
す
べ
て
の

高
齢
者
に
対
し
、
福
祉
の
面
に
お

い
て
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
発
行
を
求

め
た
い
と
考
え
る
。

町
内
で
暮
ら
す
す
べ
て
の
高
齢
者

に
対
し
て
平
等
に
巡
回
バ
ス
の
利

用
を
与
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
。

町
長

団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎

え
、
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
む
中
、

当
町
に
お
い
て
も
高
齢
者
が
安
全

に
、
そ
し
て
安
価
に
地
域
の
公
共

交
通
機
関
を
利
用
で
き
る
環
境
整

備
と
し
て
、「
移
動
支
援
」
や
「
外

出
促
進
」
な
ど
の
課
題
に
、
よ
り

強
化
し
て
取
り
組
む
分
野
で
あ
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

町
で
は
「
町
内
巡
回
バ
ス
事
業
」

を
独
自
事
業
と
し
て
平
成
12
年
よ

り
実
施
し
て
い
る
。

運
営
委
託
費
に
お
い
て
は
、
令
和

７
年
度
に
お
い
て
は
約
３
千
８
百

万
円
の
予
算
措
置
を
し
て
い
る
、

開
始
当
初
か
ら
こ
れ
ま
で
の
25
年

間
、
ワ
ン
コ
イ
ン
100
円
と
い
う
低

廉
な
料
金
を
改
定
す
る
こ
と
な
く
、

町
民
そ
し
て
高
齢
者
の
移
動
手
段

を
支
え
る
た
め
に
、
継
続
し
て
事

業
運
営
を
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
高
齢
者
の
移
動

手
段
に
お
い
て
は
、
一
定
条
件
に

よ
り
利
用
可
能
な
「
福
祉
有
償
運

送
」
や
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ

る
70
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
又
は

75
歳
以
上
の
二
人
暮
ら
し
で
買
い

物
に
お
困
り
の
方
を
対
象
と
し
た

「
買
い
物
支
援
バ
ス
」
の
運
行
、
さ

ら
に
、
障
が
い
者
に
対
す
る
「
タ

ク
シ
ー
券
」
の
配
布
な
ど
、
高
齢

者
や
障
が
い
者
に
と
っ
て
利
便
性

の
高
い
事
業
に
つ
い
て
も
並
行
し

て
運
用
し
て
い
る
。　

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
草
津

町
の
地
域
性
な
ど
を
考
慮
し
つ
つ
、

先
ず
は
草
津
町
に
お
住
ま
い
の
高

齢
者
の
方
々
が
ど
の
よ
う
な
ニ
ー

ズ
を
持
っ
て
い
る
か
、
き
め
細
か

く
情
報
収
集
を
し
て
い
く
。

シ
ル
バ
ー
パ
ス
を
含
め
、
寄
り
添

っ
た
高
齢
者
の
移
動
手
段
の
支
援

策
な
ど
を
検
討
を
し
て
、「
ぐ
る
り

ん
バ
ス
」
や
「
高
齢
者
へ
の
タ
ク

シ
ー
券
助
成
事
業
」
な
ど
、
先
進

自
治
体
の
例
を
参
考
に
、
今
後
高

齢
者
の
利
用
率
な
ど
を
調
査
を
し
、

研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

高
齢
者
福
祉
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
間
一
貫
し
て
「
福
祉

と
観
光
」
に
重
点
を
置
い
た
政
策

を
行
っ
て
来
た
。

草
津
町
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
事

業
と
し
て
、「
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
配
食
事
業
」
や
「
高
齢
者
サ

ロ
ン
」
と
し
て
の
支
援
、
さ
ら
に
、

昨
年
度
は
、
高
齢
者
サ
ロ
ン
活
動

用
の
机
や
椅
子
の
更
新
に
つ
い
て

も
支
援
を
行
っ
た
。
大
変
多
く
の

方
々
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ

い
て
い
る
。

今
後
も
、
安
全
で
安
心
な
環
境
の

中
で
、
高
齢
者
の
方
々
が
い
き
い

き
と
暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
そ
の
中
で
、
指
摘
の
年
齢

の
方
々
が
年
間
ど
の
く
ら
い
ニ
ー

ズ
と
し
て
利
用
し
て
い
る
の
か
を

把
握
す
る
よ
う
に
事
務
方
に
は
指

示
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
も
の
を

勘
案
し
な
が
ら
再
度
出
来
る
も
の

で
あ
る
か
否
か
、
検
討
し
て
い
く
。

理
解
い
た
だ
き
た
い
の
は
草
津
町

の
子
供
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
高
齢

者
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
私
は
ど
こ

よ
り
も
進
ん
だ
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
、

予
算
措
置
を
し
て
き
た
自
負
心
を

持
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
中
で
、

指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
が
、
再

度
財
政
上
可
能
か
否
か
も
含
め
物

事
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

今
ま
で
と
っ
て
き
た
福
祉
、
教
育
、

観
光
の
施
策
、
予
算
的
に
は
就
任

し
た
当
時
か
ら
み
れ
ば
、
恐
ら
く

５
割
増
し
く
ら
い
で
動
い
て
い
る

と
思
う
。
そ
の
く
ら
い
、
そ
こ
に

お
金
を
投
じ
な
が
ら
財
政
も
改
正

し
た
と
い
う
事
で
あ
る
、
そ
の
中

で
、
町
民
の
皆
様
に
理
解
さ
れ
、

ま
た
幸
福
感
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
草
津
町
を
作
り
上
げ
て
、

今
後
も
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

一般質問一般質問 ※一般質問は質問者の責任で編集されています。※一般質問は質問者の責任で編集されています。

高
齢
者
福
祉
通
年
パ
ス

　
　
　
　
　

発
行
に
つ
い
て

有
坂
太
宏
議
員
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町
長
の
専
決
処
分
事
項
の
報

告〇
報
告
第
１
号

　

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
及
び
都
市
計
画
税
条
例
の

一
部
改
正

　

税
条
例
に
お
い
て
、
軽
自
動

車
税
種
別
割
の
標
準
税
率
に
係

る
二
輪
車
の
車
両
区
分
に
、
総

排
気
量
125
Ｃ
Ｃ
以
下
で
最
高
出

力
を
4.0
Ｋ
Ｗ
（
50
Ｃ
Ｃ
相
当
）

以
下
に
制
御
し
た
原
動
機
付
自

転
車
（
新
基
準
原
付
バ
イ
ク
）

に
係
る
税
率
を
年
額
２
千
円

（
50
Ｃ
Ｃ
原
付
と
同
額
）
と
す

る
種
別
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

〇
報
告
第
２
号

　

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正

基
礎
課
税
額
及
び
後
期
高
齢

者
支
援
金
等
課
税
額
に
係
る
賦

課
限
度
額
の
引
き
上
げ
、
保
険

税
軽
減
判
定
所
得
基
準
額
の
見

直
を
し
ま
し
た
。

議案はそれぞれの担当委員会において詳細な審議が
行われた後、本会議で議決されました。

総8 …    総務観光常任委員会

報

告

令和 7年度　補正予算　（一般会計）

会　計　名 補　正　額 主　な　内　容　（　歳　出　） 総　額

議案第 1号
一般会計（第２次）　　　 総8 

+ 1,700 万円
都市計画整備事業 + 1,545 万円

56億 8,876 万円
その他 + 155 万円

承認第 1号
一般会計（第 1次） + 820 万円

町民プール管理事業 + 819 万円
56億 7,176 万円

その他 + 1万円

【
議
案
１
号　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
次
）】

黒岩 　卓 委員長市川 祥史 副委員長

金丸 勝利 委員安井 尚弘 委員

安齋 　努 委員直井 新吾 委員

臨 時 会臨 時 会

こんなことがきまりましたこんなことがきまりました
（５月 16 日開催）（５月 16 日開催）

５月臨時議会　委員会審査・報告
議案はそれぞれの担当委員会に付託され詳細な審議が行われました。

５月臨時議会　委員会審査・報告
総務観光常任委員会

付
託
議
案

【
歳
出
】

Ｑ　

都
市
計
画
整
備
事
業
の
中

で
委
託
料
に
お
い
て
湯
川
駐
車

場
整
備
と
あ
る
が
、
今
あ
る
駐

車
場
を
拡
張
す
る
の
か
？

Ａ　

現
在
湯
川
駐
車
場
（
群
大

病
院
跡
地
）
は
、
ホ
テ
ル
高
松

に
貸
し
て
い
る
。
ま
だ
下
の
方

に
土
地
が
広
く
、普
通
車
107
台
、

大
型
バ
ス
６
〜
７
台
を
予
定
し

て
い
る
。
測
量
の
た
め
の
予
算

で
あ
る
。
Ｇ
・
Ｗ
の
混
雑
に
よ

り
整
備
を
考
え
た
。

Ｑ　

都
市
計
画
整
備
事
業
の
工

事
請
負
費
で
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

外
壁
と
の
事
だ
が
詳
細
は
？

Ａ　

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
工
事

は
終
了
し
た
が
、
外
壁
に
ム
ラ

が
あ
る
の
で
、
や
り
直
す
事
と

し
た
。
ま
た
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

ホ
ー
ル
の
壁
に
旅
館
協
同
組
合

が
権
利
を
持
つ
「
泉
質
主
義
」

の
ロ
ゴ
を
掲
載
す
る
。

Ｑ　

観
光
総
務
費
に
お
い
て
繁

忙
期
に
お
け
る
交
通
誘
導
整
理

業
務
委
託
料
と
あ
る
が
、
繁
忙

期
と
は
い
つ
の
事
か
？

Ａ　

Ｇ
・
Ｗ
と
お
盆
期
間
の
16

日
間
。「
ス
ー
パ
ー
も
く
べ
え
」

交
差
点
に
２
名
、
温
泉
門
に
１

名
、
合
計
３
名
を
配
置
す
る
も

の
。

Ｑ　

ホ
テ
ル
櫻
井
〜
ス
ー
パ
ー

も
く
べ
え
間
の
道
路
拡
幅
は
出

来
な
い
の
か
？

Ａ　

計
画
区
間
に
な
っ
て
い

る
。
国
道
な
の
で
難
し
い
。

Ｑ　

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
１
階
に

喫
煙
所
が
設
置
さ
れ
た
が
、
看

板
（
目
印
）
が
無
い
の
で
、
お

客
様
に
不
便
を
あ
た
え
て
い
る

と
思
う
が
？

Ａ　

タ
バ
コ
の
マ
ー
ク
を
付
け

る
よ
う
に
す
る
。
今
回
の
補
正

予
算
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。
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出
席
者
数

賛
　
　
成

反
　
　
対

審
議
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
直
井 

新
吾

安
齋    

努

有
坂 

太
宏

市
川 

祥
史

安
井 

尚
弘

小
林 

純
一

金
丸 

勝
利

上
坂 

国
由

湯
本 
晃
久

黒
岩    
卓

宮
﨑 

謹
一

【５月１６日　臨時会】
【
注
】議
長
は
議
事
進
行
を
行
う
た
め
賛
否
表
明
は
し
ま
せ
ん
。賛
否
同
数
の
場
合
の
み「
議
長
議
決
」と
し
て
表
明
し
ま
す
（
そ
の
場
合
は
「
裁
」
と
記
載
）。

令和７年度　草津町補正予算

一般会計補正予算（第２次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認

専決処分事項の承認を求めること（一般会計補正予算（第１次）） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【６月　定例会】

令和７年度　草津町補正予算

一般会計補正予算（第３次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

温泉温水供給事業会計補正予算（第１次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

千客万来事業会計補正予算（第１次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他

財産の取得 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

温泉引用許可 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

温泉引用者移転許可 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分事項の承認

令和６年度一般会計補正予算（第８次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度国民健康保険特別会計補正予算（第５次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度介護保険特別会計補正予算（第５次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

審議議案　および　議案審議結果

上程議案・結果
可 ： 可 決     否 ： 否 決     賛 成 ： 〇     反 対 ： ×

○町議会に対する請願書の提出には、紹介議員が必要です。
○陳情は、請願とほぼ同じ扱いですが、議員の紹介なしで提出できます。
○採択となった請願・陳情について、執行機関に実行の義務はありませんが、議会の意思として十分に
　尊重されています。

次の事項の記載をお願いします。（決まった書式はありません）
①請願（陳情）の表題・趣旨・理由
②提出年月日
③請願（陳情）者の住所・氏名・印
④請願の場合は、紹介議員の著名（または記名押印）
⑤連名の場合は代表者を記入し、名簿を添付する。
⑥あて先…草津町議会議長
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議員が順番に日頃感じていることなど
自由に書く「忙中感記」。

今回は金丸勝利議員です。

　私たちの住む草津温泉は令和6年度の入り込み客
数が400万人を超え、プロが選ぶ温泉ランキング22
年連続１位を獲得、じゃらんの、もう一度行ってみた
い温泉ランキングもナンバーワンに、また連日の様
にテレビやラジオ、ユーチューバーが取り上げ紹介
をしてくれています。町民の皆さんと行政が一体と
なって魅力ある温泉地にした結果だと思います。
　先日、町外の友人との話の中で「自分の家に温泉は
ひけるの?」と聞かれ、「温泉は無理だけど、温水な
ら引けるよ」と答えると、「え、それってどうゆう
事?」説明すると、「それ凄くエコだよ!」と関心し
ていました。
　草津町は温泉熱で出来た温水利用で、年間15500

トンものCO2の削減につながっています。ちなみに
１トンのCO２は普通自動車で6000ｋｍ走行に値す
るそうです。
　今、中学校の教室にファンコンベクターを増設し
て夏場の余剰水を使った冷房を開始しました。そし
て、現在建設中の天狗山レストハウスの冷暖房も温
水と余剰水を活用したものになります。完成後はさ
らに多くのCO2の削減につながっていくと思います。
　地球温暖化による猛暑、ゲリラ豪雨など環境問題
に関心が集まっています。自然エネルギーを活用し
た、[環境にやさしいエコな温泉地]という面も町内
の多くのひとに知っていただき、草津温泉の魅力の
ひとつとして町外に発信していきたい。

忙 中感 記

◆広報委員会／委員長　直井新吾・副委員長　有坂太宏・委員　小林純一　市川祥史
◆発行/議会事務局　〒377-1792 群馬県吾妻郡草津町大字草津28番地  TEL.0279-88-7191

議 員活動議 員活動
報　告報　告

議 員活動
報　告

議場だけが仕事場じゃない！議場だけが仕事場じゃない！
活動の一部をご報告します活動の一部をご報告します
議場だけが仕事場じゃない！
活動の一部をご報告します

全国町村議会議長・副議長
研修会（東京都）

議
員
や
議
会
は
何
を
し
て
い

る
の
？
と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
。

　

議
員
の
お
仕
事
に
は
皆
さ
ん

が
よ
く
知
っ
て
い
る
本
会
議
や

委
員
会
に
出
席
す
る
な
ど
の「
議

会
活
動
」
と
、「
議
員
活
動
」
が

あ
り
ま
す
。

　
「
議
員
活
動
」
は
普
段
に
お
け

る
調
査
研
究
活
動
や
住
民
意
思

の
把
握
な
ど
、
議
会
活
動
を
支

え
る
た
め
の
活
動
で
あ
り
、
ま

た
そ
の
活
動
自
体
が
住
民
福
祉

の
向
上
に
役
立
つ
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
３
月
定
例
議
会

後
か
ら
６
月
定
例
議
会
の
間
の

議
員
活
動
の
一
部
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

4.16 5.27

春の道路愛護デー視察

5 月 15 日に新たに就任された
姉妹都市、葉山町の土佐洋子議長、
窪田美樹副議長とも交流を深めました。

町民の方の制作による草津町の歴史上映会


